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1 . はじめに  

 STEM 教育とは，Science（科学），Technology（技

術），Engineer ing（工学），Mathemat ics（数学）の

頭文字を取ったものであり，世界では幼児から初

等中等教育に STEM 教育を取り入れる動きがある。

文部科学省においては，「 STEAM 教育等の各教科

等横断的な学習の推進」について示しており，各

教科等の学びを基盤としつつ，様々な情報を活用

しながらそれを統合し，課題の発見・解決や社会

的な価値の創造に結び付けていく資質・能力の育

成について言及している 1 )。これに対し，全国有

数の教育拠点としてイニシアチブを取るための本

学独自の取組みとして，2016 年度から「本学が創

造する i -STEM 教育」を行っている。 2020 年度か

らは with コロナで実施および継続し， i -STEM 受

講者の満足度は高く，i -STEM 受講者，高校関係者，

地域関係者および保護者からも高い評価を得てい

る 2 - 1 0 )。サイエンスフェスタ in  FIT にも学生は積

極的に参加しており，大学生の主体的な成長も散

見されている。  

 「 i -STEM」 と は ， 本 学 の 特 色 の 1 つ で も あ る

in fo rmat ion（情報）を STEM 教育に加えたもので

ある．学生が本学（ PBL・卒研等）で修得した学術

的情報（ i n fo rmat ion）を基にして，中・高校生と相

互作用（ i n te rac t ion）しながら，独自の STEM 教材

を創造（ innova t ion）するという意味も含んでいる。

実施するのは選抜された大学生であり，主体的に

実施したり教える技術が向上したりすることにな

り，大学生の学修意欲向上や教育の付加価値向上

になる。さらに，地域で活動することにより，社

会貢献にも繋がる。  

 2023 年度も「 i -STEM 高大連携課外授業」を中

心に様々な活動が行われたので，実施内容とその

効果について報告する。  

 

2 . 2023 年度高大連携課外授業  

 本学と附属城東高等学校電気科・電子情報科で

昨年に引き続き，高大連携課外授業を実施した 1 1 )。

2023 年 度 は ， 電 子 情 報 工 学 科 江 口 啓 教 授

（ Technology 担当），生命環境化学科桑原順子教授

（ Science 担当），知能機械工学科加藤友規准教授

（ Technology 担当），情報通信工学科松尾慶太教授

（ Engineer ing 担当），情報システム工学科下戸健

准教授（ In fo rmat ion 担当），情報システム工学科丸

山勲准教授（ Mathemat i cs 担当）の指導のもと，そ

れぞれの学科の大学生が，1 年間を通じ全 15 回を

主体的に実施した。  

 2023 年度高大連携課外授業の流れを表 1 に示

す。対象の高校生は城東高等学校電気科・電子情

報科スペシャリストコースの生徒である。第 0 回
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に，対象者全員に対して，高大連携課外授業の内

容を紹介するとともに，高校と大学の「学び」の

違いについても説明が行われた。これは，受動的

な学習ではなく，能動的な学修とはどういうもの

かを認識させ，高大連携課外授業に対するモチベ

ーションを向上させることを目的としている。こ

のオリエンテーションで受講希望者を募り，20 名

が選抜される。第 1 回では，選抜された 20 人に対

しオリエンテーションが開かれ，各テーマの紹介

が担当教員や担当大学生からされた（図 1）。第 2

回目から第 13 回目では，高校生は 4 人 5 グルー

プに分かれて，2 回ずつ異なるテーマを受講した。

それぞれのテーマの詳細は次節で紹介する。第 14

回目では，「振り返り」が行われた。行動プロセス

の枠組みのひとつに PDCA サイクルがある。 Plan

（計画）， Do（実行）， Check（確認）， Act ion（行

動）の 4 つで構成されるが，この「振り返り」は

PDCA の C にあたる。「これまでどのようなことを

学んできたのか？」，「得られたことを説明するこ

とができるのか？」，「より良いものにするために

はどうしたらよいのか？」を高校生と大学生がデ

ィスカッションし，高校生はタブレットを使って

学んだ事のプレゼ資料を作成発表した。大学生は

自分の教育内容・教育教材の反省点を見つけた。

これを受けて第 15 回目では，大学生が Act ion（行

動）を起こす。「これまで学んできたものはどうい

うものだったのか？」，「何が得られたのか？」，「よ

り良いものにするための改善方法は何なのか？」

をテーマ毎にプレゼンを行った。  

 

2 .  1 テーマ詳細  

 2023 年 度 の テ ー マ は ， AI プ ロ グ ラ ミ ン グ

（ Informat ion），身近なものの化学実験（ Sc ience），

SPICE を利用した論理回路設計（ Technology），空

気圧駆動のロボット制御の体験（ Technology），小

型コンピュータと Python 言語によるブラシレス

モータ制御（ Engineer ing），数式処理（ Ma thema t ics）

であった。i -STEM アシスタント大学生がテーマの

概要や考察をまとめたものを付録に示す。i -STEM

アシスタントの教材開発や実施方法，教育内容の

考察や改善などが読み取れ，大学生においても付

加価値があった事が分かる。  

表  1 2023 年度高大連携課外授業の流れ  

回 テーマ 備考

0：05/31 オリエンテーション１
城東高校スペシャリ
ストコース全員

1：07/14 オリエンテーション２
城東高校スペシャリ
ストコースから選抜
された高校生20人

(07/14) （i-STEM大学生オリエンテーション）

2：10/03
3： +1日

4：10/16
5： +1日

6：10/23
7： +1日

8：11/06
9： +1日

10：11/14
11： +1日

12：12/11
13： +1日

・AIプログラミング
（Information）

・身近なものの化学実験
（Science）

・SPICEを利用した論理
回路設計
（Technology）

・空気圧駆動のロボット制御
の体験
（Technology）

・小型コンピュータとpython
言語によるブラシレスモー
タ制御
（Engineering）

・数式処理
（Mathematics）

高校生は
4人5グループ
に分かれて，
2回ずつ異なる
テーマを受講

14：01/23 振り返り 関係者全員

15：03/06 学生プレゼン 関係者全員

図  1  i -STEM アシスタント大学生と  

参加高校生の交流  
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2 .  2 振り返り  

 指導教員も含め関係者全員が集まり，城東高校

1 号館 3 階「 J -STEP」で行われた（図 2）。高校生

と大学生がディスカッションし，高校生は「学ん

だことを発表できるようになる」こと，大学生は

「自分の教育内容・教育教材の反省点を見つける」

ことを目的としている。 6 箇所に配置された各テ

ーマを高校生が巡り，担当大学生のサポートの下，

「学んだことと改善アイデア」について，タブレ

ットでプレゼン資料を作成した。その後，高校生

は壇上で順番に口頭発表を行い，大学生は授業改

善のために真剣に聴講した。最後に，テーマ担当

でもある松尾慶太教授や桑原順子教授をはじめ，

参加した教員から総評がされ，i -STEM で学んだ事

を普段の学業にどのように活かすかなどについて

高校生や大学生に説明された 1 2 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  3 学生プレゼン  

 高校生は自分たちの意見がどのような影響を与

えるか考えること，大学生は自分の教育内容・教

育教材の改善結果をフィードバックすることを目

的として，指導教員も含め関係者全員が集まり，

本学 E 棟 3 階「 Cul -S i te  R2」で行った（図 3）。各

テーマの大学生たちは，このプログラムを通して

高校生に体験し，学んでほしかったこと，自分た

ちの教育内容，教材の振り返りや改善点の気づき

などを高校生にプレゼンした。参加した高校生は

真剣な面持ちでプレゼンを聞き，「各学科がどのよ

うなことを学んでいるか知れた。大学のことをよ

り深く考えることのきっかけになった。自分の進

路に向けての材料にする事ができた」，「授業内容

が分かりやすく，丁寧に対応してくださった点が

ありがたかったです。」，「高校の授業ではやらない

ことを学んで今後の視野が広がった。」といった感

想が認められた。i -STEM アシスタントの大学生 1

人 1 人に対して，高校の校長から感謝状が贈られ

た 1 3 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 .  4 高校から見た i -STEM 

 今年度の i -STEM プログラムでは，スペシャリ

ストコースの 60 名のうち希望者 20 名が参加した。

多くの生徒が大学進学を希望しており，本学で行

われる講義や実験に対する興味・関心が非常に高

かった。AI プログラミングやロボット制御，科学

実験など幅広い分野の授業が行われ，大学生によ

る専門性の高い講義内容や大学でしか使用できな

図  2 振り返りと大学教員による総評の様子  

図  3 学生プレゼンの様子  

各テーマについて大学生がプレゼン 

i-STEM アシスタントの大学生に高校から感謝状 
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い機材を活用した授業展開が，生徒たちの積極的

な姿勢につながった。また，大学生との密なコミ

ュニケーションを通じて，楽しみながらテーマに

取り組む姿が印象的だった。  

 1 月に実施した「振り返り」では，テーマごとに

講義内容を振り返り，学んだことをまとめて次年

度への改善案を大学生に向けて発表した。例年以

上に「振り返り」の準備がしっかりしており，分

かりやすい資料作成や発表が行われた。高校生の

フィードバックが反映され，教材や授業の方法が

年々ブラッシュアップされていることが，この取

り組みの特に素晴らしい点だ。  

 i -STEM の取り組みは 9 年目を迎え，内容や環境

が よ り 充 実 し て い る こ と を 実 感 し て い る 。「 i -

STEM に参加したくて城東高校スペシャリストコ

ースを選んだ」と強く希望して入学する生徒も多

く，保護者からの関心も非常に高い取り組みとな

っている。  

 以上のことから，本校では多くの教育効果を実

感しており，この活動は他校では行うことのでき

ない，本学独自の高大連携のメリットだと捉えて

いる。（城東高校電子情報科  谷水健悟）  

 

2 .  5   2020 年度の i -STEM 高大連携課外授業に参

加した高校生の進路  

 城東高等学校電気科・電子情報科スペシャリス

トコースは国公立大学への進学や優良企業への就

職を目標とする少数精鋭クラスであり，第一種電

気工事士や IT パスポート，基本情報処理技術者な

どの資格取得も目指している。i -STEM 高大連携課

外授業は，コースの特色の 1 つにもなっており，

高校生保護者からの評価も高く，スペシャリスト

コースの中から 20 名が選抜され実施される。  

 高校 2 年で i -STEM を受講した高校生は，修得

した知識や技術，および大学生とコミュニケーシ

ョンをとった経験をもとに高校 3 年生を過ごして

卒業することになる。 2022 年度の i -STEM 高大連

携課外授業に参加した高校生の進路をまとめたも

のを図 4 に示す。その他が 2 名であり，他の学生

は進学を選択していた。進学先の内訳は国公立大

学 11 名，福岡工業大学 5 名，私立大学 2 名であっ

た。生徒の学術に対する意識も高まってきており，

i -STEM が 生 徒 に と っ て 進 学 に 向 け て の 強 い 武 器

に な っ て い る と 考 え ら れ る 。 本 学 に 進 学 し た i -

STEM 経験者が大学生として参加する事もあり，

次の高大接続に繋げていって欲しいと考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 . 2023 年度高大連携研究室ツアー  

 昨年度からの取組みで，本学と附属城東高等学

校電気科・電子情報科連携の研究室ツアーを，今

年度も実施した 1 4 )。大学で行われている研究や大

学生の研究室での活動の紹介は，高校生の将来を

広げるだけでなく，地域における理系工業大学の

魅力や大学進学の意義を広める事にも繋がる。城

東高等学校工業進学コース及びスペシャリストコ

ースから選抜された 20 名は，大学生の案内の下，

工学部と情報工学部の 5 研究室（表 2）を高校生

が巡り，各研究室の特色や様子，大学生の活動の

様子を見学した。さらに，研究室ツアー後は高校

生と大学生が座談会を行い，学生から色んな事を

聞けた高校生は世界観を広げていた。  

 参加した高校生からは，「普段見ることができな

い施設や研究室を見学するなどの，色々な体験を

国公立大学
・長崎大学 3名
・佐賀大学 2名
・大分大学 1名
・宮崎大学 1名
・鹿児島大学 1名
・九州工業大学 1名
・山口東京理科大学 1名
・下関市立大学 1名

その他
2名

福岡工業大学
・情報工学部 4名
・社会環境学部 1名

私立大学
・近畿大学 1名
・芝浦工業大学 1名

図  4  2022 年度 i -STEM 高大連携課外授業を

受講した高校生の進路先  
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させていただき，とても良い経験になりました。」，

「便利なものを作り出す難しさと，それを生むま

での行程の中にある面白さなどにも触れることが

できました。」，「高校生の自分にはまだ理解できな

いものばかりでしたが，大学生が研究について熱

く語る姿勢を見て，とても楽しそうに研究をして

いるんだなと思いました。大学生に質問できる場

まで貰えた事がありがたいです。」といった感想が

認められた（図 5）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 . その他の活動  

 「 i -STEM 教育」は高大連携課外活動が主である

が，その他にも地域貢献を含んだ活動を行ってい

る。それらについて，次に示す。  

4 .  1 高大連携課題研究  

 2023 年度の高大連携課題研究として，福岡工業

大学と附属城東高校で 4 月から 12 月までの期間

に下戸准教授と青木未春先生（城東高校）の指導

の下，大学生が主体で授業を行った。課題研究と

は，工業に関する課題を設定し，その課題の解決

を図る学習を通して，専門的な知識と技術の深化，

総合化を図るとともに，問題解決の能力や自発的，

創造的な学習態度を育てることを目標とした授業

である。課題研究は「 Water  Footpr in t（水の使用量）

可視化システムの開発」であった。持続可能な社

会・SDGs という単語をよく耳にするようになった

ものの，実際に意識して生活している人は少ない

のが日本の現状である。そこで， SDGs の 17 の目

標 の う ち 最 も 身 近 な 水 に 注 目 し ， Water  Foo tpr in t

可視化システムの教材開発を行うこととした。こ

のシステムの開発や計測を経て得られたデータを

分析することで， Socie ty5 .0 を目指す社会におい

て必要とされるデータ活用の知識を持った人材の

育成とともに，SDGs の意識向上を図ることを目的

とした（図 6）。日本産業技術教育学会が主催する

「技術教育創造の世界（大学生版）発明・工夫コ

ンテスト」では，教材開発部門において，特別賞

を受賞した 1 5 )。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  2 サイエンスフェスタ 2023  in  FIT 

 サイエンスフェスタ in  FIT は本学園主催による

地域の小中学生向けの科学技術のイベントである。

本学園が有している教育研究活動で培ったノウハ

学部 学科・研究室

工学部
生命環境化学科 ・桑原研究室
電気工学科 ・田島研究室
知能機械工学科 ・加藤研究室

情報工学部
情報通信工学科 ・松尾研究室
情報システム工学科・下戸研究室

表  2 高大連携研究室ツアーの研究室  

研究室の見学 

大学生と座談会 

図  5 研究室ツアーの様子  図  6 高大連携課題研究の活動の様子  
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ウを活かし，将来を担う小中学生に科学技術・モ

ノ づ く り の 楽 し さ を 広 め る こ と が 目 的 で あ る 。 8

月 5 日（土）に開催され，i -STEM 関係者も多くの

ブースを出展した（図 7）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 .  3 地域のイベントに参加  

 2023 年 8 月 27 日（日）コミセン和白主催の『わ

じろ地域大学』がコミセン和白で開催され，「 3 輪

ロボット」など出展しました。さらに，協定校で

あるタイ王立キングモンクット工科大学（ KMITL）

の学生が開発した，「ハンドジェスチャー操作型ロ

ボット」も出展されました 1 6 )。  

 2023 年 9 月 19 日（火），和白東小学校を訪問し

体験授業を行われ，「エアーホッケーロボットプロ

ジェクト」として参加しました 1 7 )。  

 2023 年 10 月 20 日（金）「九州ロボットコンテ

ス ト 2023 モ ノ づ く り フ ェ ア 杯 」（ 日 刊 工 業 新 聞  

企画主催）が福岡市のマリンメッセ福岡で行われ，

「アーム型ロボット」など出展しました 1 8 )。  

 2023 年 11 月 11 日（土）和白校区自治協議会主

催の『和白校区文化祭』が和白公民館で開催され，

「エアーホッケーロボットプロジェクト」として

参加しました 1 9 )。  

 

5 . おわりに  

 9 年目を迎えた「 i -STEM 教育」は，新型コロナ

ウイルス感染症の影響が過ぎ，活発に行われた．

与える前以上の成果があった．研究室ツアーを実

施したり，地域のイベントにも参加したりし，質

の高い教育活動を広げられた。「 i -STEM アシスタ

ント」として採用される大学生は，教員志望の学

生が主であり，教職関連講義や教育実習以外の学

修経験にもなっている。さらに，i -STEM を高校時

代に経験した大学生が担当することも増えている。

大学生が高校生のために考える教材や授業デザイ

ン，交流することで生まれる知見は，正に STEAM

教育の「 A（ Art /Ar t s）」であるといえる。本取組は，

来 年 度 か ら 「 i -STEM」 か ら 「 i -STEAM」 と な り ，

内容も Art や Arts が取り入れられ進化する予定で

ある。さらに，本学モノづくりセンターのプロジ

ェクトの 1 つである「エアーホッケーロボット（ i -

STEM 連携）」は，「 i -STEAM 教育教材開発」に名

称が変更し取り組まれる 2 0 )。これからも本取組み

を広げていきたいと考える。  

 

謝辞  

 本取組みを実施するにあたり，多くのご協力を

頂きました。工学部長の松尾敬二教授，情報工学

部学部長の藤岡寛之教授，福岡工業大学附属城東

高等学校電子情報科主任の貝淵理恵子先生，福岡

工業大学附属城東高等学校電気科主任の寺坂正成

先生に感謝の意を表します。モノづくりセンター
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関 係 者 に 感 謝 い た し ま す 。 本 取 組 み は 「 i -STEM」

から「 i -STEAM」に発展し， 2024 年度も実施され
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空気の力を感じて「FIT 砲」をつくろう 

AI に画像をつくってもらおう 

図  7 各ブースでの様子  



－ 25 － 

参考文献  

1 )   文 部 科 学 省：S T E A M 教 育 等 の 各 教 科 等 横 断 的 な 学

習 の 推 進 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / n e w - c s / m e x t

_ 0 1 5 9 2 . h t ml＞ ，（ 参 照 日 2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

2 )   下 戸 健 ，桑 原 順 子 ，丸 山 勲 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教

育 」 の 実 施 と 今 後 の 展 開 ， 福 岡 工 業 大 学 F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 6， p p . 5 5 - 6 4， 2 0 1 6．  

3 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，丸 山 勲 ，上 寺 康 司 ，高

濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 実 施 と 効 果 ，福 岡 工 業 大 学

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 7， p p . 7 2 - 8 1， 2 0 1 7．  

4 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，丸 山 勲 ，上

寺 康 司 ，貝 淵 理 恵 子：「 i - S T E M 教 育 」の 発 展 と 効 果 ，

F D  A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 8， p p . 3 8 - 4 7， 2 0 1 8．  

5 )   ＜ 新 聞 ＞ 高 大 連 携 i - S T E M 西 日 本 新 聞 掲 載  2 0 1 8 年

1 0 月 2 1 日 付  

6 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 向 上 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 9， p p . 7 0 - 7 8， 2 0 1 9．  

7 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，前 田 洋 ，丸 山 勲 ，上 寺

康 司 ，高 濱 勇 樹：「 i - S T E M 教 育 」の 広 が り ，F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 1 0， p p . 1 7 - 2 5， 2 0 2 0．  

8 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，前 田 洋 ，丸

山 勲 ， 上 寺 康 司 ， 貝 淵 理 恵 子 ：「 i - S T E M 教 育 」 w i t h  

C O V I D - 1 9，F D  A n n u a l  R e p o r t，Vo l . 11，p p . 3 5 - 4 3，2 0 2 1．  

9 )   下 戸 健 ，江 口 啓 ，松 山 清 ，加 藤 友 規 ，前 田 洋 ，丸 山

勲 ，高 濱 勇 樹 ：「 i - S T E M 教 育 」の 可 能 性 ， F D  A n n u a l  

R e p o r t， Vo l . 1 2， p p . 5 3 - 6 1， 2 0 2 2．  

1 0 )  下 戸 健 ，江 口 啓 ，松 山 清 ，桑 原 順 子 ，加 藤 友 規 ，前

田 洋 ，丸 山 勲 ，谷 水 健 吾：「 i - S T E M 教 育 」の 挑 戦 ，F D  

A n n u a l  R e p o r t， Vo l . 1 3， p p . 2 9 - 3 6， 2 0 2 3．  

11 )  福 岡 工 業 大 学 ： 附 属 城 東 高 校 と の 高 大 連 携 の 取 り

組 み 。「 i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 の 課 外 授 業 開 始 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 3 4 2＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 2 )  福 岡 工 業 大 学：［ 高 大 連 携 の 取 組 ］附 属 城 東 高 校 ×

福 岡 工 業 大 学「 i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム 」授 業 振 り 返

り 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 5 6 5＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 3 )  福岡工業大学：［高大連携の取組］附属城東高校×福

岡工業大学「 i -STEM 教育プログラム」課外授業修了，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 6 1 4＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 4 )  福 岡 工 業 大 学 ： 附 属 城 東 高 校 の 生 徒 が 研 究 室 を 訪

問 。「 i - S T E M 教 育 プ ロ グ ラ ム 」研 究 室 ツ ア ー を 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 4 4 2＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 5 )  福 岡 工 業 大 学 ： 水 の 消 費 量 を デ ジ タ ル で 可 視 化

「 Wa t e r  F o o t p r i n t 可 視 化 シ ス テ ム 」 教 材 開 発 で 学 生

が 発 明 コ ン テ ス ト 受 賞 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 5 8 9＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 6 )  福 岡 工 業 大 学：［ 地 域 貢 献 ］「 わ じ ろ 地 域 大 学 」（ コ

ミ セ ン わ じ ろ 主 催 ） で ロ ボ ッ ト 操 作 体 験 会 を 実 施 し

ま し た ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 3 6 3＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 7 )  福 岡 工 業 大 学 ： 学 生 が 和 白 東 小 学 校 で ロ ボ ッ ト 体

験 授 業 を 実 施 ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 4 0 6＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 8 )  福 岡 工 業 大 学：モ ノ づ く り セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト・

下 戸 研 究 室 ・ 附 属 城 東 高 校  J E T- e n g i n e プ ロ グ ラ ム  

九 州 ロ ボ ッ ト コ ン テ ス ト 2 0 2 3 モ ノ づ く り フ ェ ア 杯

優 勝 ！  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 4 4 0＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

1 9 )  福 岡 工 業 大 学 ： モ ノ づ く り セ ン タ ー の 学 生 た ち が

小 学 生 に ロ ボ ッ ト 操 作 を レ ク チ ャ ー ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / n e w s / a r c h i v e s / 4 4 8 7＞ ，（ 参 照 日

2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

2 0 )  福 岡 工 業 大 学： i - S T E A M×M a k e 教 育 教 材 開 発 プ ロ

ジ ェ ク ト ，  

 ＜ h t t p s : / / w w w. f i t . a c . j p / ~ s i m o t o / i S T E A M _ m a k e /＞ ，（ 参

照 日 2 0 2 4 . 5 . 1 7）．  

 



－ 26 － 

AI プログラミング 

(Information) 

 
木下銀河（情報システム工学専攻 1 年），谷口慧峰（情報システム工学専攻 1 年）， 

松原清香（情報システム工学専攻 1 年），青山小春（情報システム工学専攻 2 年）， 

市村香菜子（情報システム工学専攻 2 年） 
 

場所: B 棟 7 階下戸研究室，B 棟 2 階 PC21 教室 

 

 

1.  テーマ概要  

「 Teachable Mach ine」で画像分類をする AI の

学習 モ デ ルを 作 成 し，「 p5. js」を 用 い て画 像 分類

のプログラムを作成した．本テーマでは，AI の学

習方法や仕組み，学習モデルの作成方法について

学ぶことで，AI の活用方法についての理解を深め

ることを目的として授業を行った．  
１日目の講義では，まず AI とは何かを簡単に説

明を行った．その際，身近な AI であるスマート

スピーカーや AI に関する時事ニュースを紹介す

ることで，生徒に AI の関心を持たせた．加えて，

「 mimic」や「 Google  Duplex」などの AI を用い

たサービスで使われている技術について提示する

ことで，生徒の理解を促進させるようにした．次

に，機械学習についての説明を行った．今回扱う

「教師あり学習」だけではなく，「教師なし学習」

および「強化学習」についても説明を行うことで，

学 習 法 の 違 い な ど を 理 解 さ せ た ． そ の 後 ，

「 Teachable Machine」の説明を行い学習モデル

の作成を行った．用意した学習モデルを用いて画

像分類を行いその結果について考察させた．最後

に，「 p5. js」を 用 い て学 習 モ デル を参 照 した 画 像

分類のプログラム作成を行った．２日目の講義で

は，どのような学習モデルを作成するか発表を行

い，お互いが作成する AI プログラムをどのよう

に活用するかを共有させた．その後，精度向上の

ためにはどのような手法があるか座学を行い，AI
の仕組みや精度向上の方法を説明した．加えて，

現在の AI に求められていることも含めて説明を

行った．最後に，精度向上についての説明を受け

た上で学習モデルの改善を行った．  
 
2. 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りで生徒が見つけた点として，「 Teachable  

Machine を用いることで，簡単に学習済みモデルを

作れることがわかった」，「教師あり学習における

AI の精度を向上させるテクニックを学ぶことがで

きた」といった AI の仕組みについての理解が進ん

だ こ と を 確 認 で き る 内 容 や ，「 こ の 活 動 を 通 し て

AI は面白いと感じた」といった AI に対する興味を

持ってもらえたと思われる内容が見受けられた．

一方で，「プログラミングをもう少し体験したかっ

た」，「もう少し難しい問題に挑戦したかった」，「課

題が簡単すぎた」といった，講義の難化を求める

内容も複数存在していた．  

 本テーマでは，「 AI の仕組みなどを理解すること

で，正しい活用方法を理解させること」を狙って

いたため，狙い通りの学習効果を得られていた．

しかしながら，プログラミングについては生徒間

での学習状況の違いを加味して最小限にしていた

ため，生徒たちの満足のいく授業をすることがで

きていなかった．  

これらのことを踏まえて，座学と実技のバラン

スを考えて，各人のレベルに合わせた授業や課題

を展開したいと考える．  

 

3.  考察  

i -STEM を通して，高校生のプログラミングに対

しての苦手意識は年々軽減されており，却って意

欲的であることを認識した．本テーマにおける AI

を主軸とした授業は３年目であり，前年度，前々

年度の授業では AI を組み込んだゲームを，sc ra tch

を使って作成するというプログラミングをメイン

とした授業を展開していたが，課題やプログラム

が難しいといった意見が散見されており，ほかの

プログラミング言語を学びたいといった意見はあ

ったものの，プログラミングが得意な少数の生徒

からの意見であった．しかしながら，今年度で授

業内容を一新したところ，プログラミングを求め

る声が多く存在した．  

 昨今， AI などの技術に簡単に触れることができ

るため，情報技術を専門としていない生徒も興味

を持つ機会が多い．そのため， AI などの正しい活

用方法を学ぶことはより重要となっている．した

がって，大学生も認識を日々アップデートしてい

き，高校生のニーズに合わせた授業を展開するこ

とで，相互に成長することができるのではないか

と考える．   

 
SPICE を用いたデジタル回路設計 

(Technology) 
 

西川天志（電子情報工学専 1 年），廣渡丞（電子情報工学専 1 年），坂元啓介（電子情報工学科 4 年） 

 

場所: A 棟 7 階 江口研究室 

 

 

1 . テーマ概要  

本授業では，電子回路の基礎である論理回路（デ

ジタル回路）に関する技術の習得を目標とした．題

名にある SPICE（ Si mul a t i on  Pr ogram wi t h  In te gra t ed  

Ci rcu i t  Emphasi s）とは，カリフォルニア大学バー

クレー校で開発された電子回路シミュレータのこ

とであり，本授業では，リニアテクノロジー社が

無料で提供している LTsp ice を用いた． SP ICE シ

ミュレータを用いた機能検証の後，市販のデジタ

ル IC を用いてブレッドボード上にデジタル回路

を作製し，実験による動作検証を行うことで，回

路設計から動作確認までの一通りの流れを体験し

てもらった．本授業は 2 時間の授業を 2 日行った．

1 日目は，実際にデジタル回路がどのように作製さ

れているのか，どこに使われているかの説明を行

った．また，論理演算子や演算法則のついての復習

を行い，回路シミュレータの使い方の説明を行っ

た後，実際にシミュレータ上で論理演算子同様の

動きを行う．論理素子を用いた回路設計を行った．

2 日目は，1 日目にシミュレーションを行った回路

を実際の素子を用いてブレッドボード上に作製を

行い，動作確認を行った．実験において，難易度の

高い回路の作製を行う際に，正しく動作しない場

合もあったが，高校生たちに回路の見直しや不明

点の質問を受けることで，問題解決を行った．  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

授業実施後に高校生からもらった意見として，

①モニターが小さく実験を行いにくい席があった，

② 1 回目を休んだ人への対応を行ってほしい，と

いう意見が挙げられた．①に関しては，代わりと

なるモニターを購入し，設置を行い対応する．②

としては，来年度より 1 回目を休んだ人が出た際

に， 1 回目の内容を要約した資料を用いて説明を

行う時間を設けて対応する．また，欠席者が出な

かった場合でも，前回の授業から時間が空いた際

には，生徒の要望や反応を確認し，高校生たちの

理解度向上を促そうと思う．  

 

3 . 考察  

i -STEM への参加を通じて，同級生などに説明を

行うときであれば，授業で取り扱った専門用語な

どを使用できたが，講師の立場として教壇に立つ

際には，専門用語などの言い換えを考えなければ

ならず，自分の所持している情報と，相手が知っ

ている可能性の高い情報を考え，説明に使用する

データの不備について考えなければならず，人に

情報を伝えることの難しさを体験できたため，い

い体験になったと思う．また，高校生からの「振

り返り」によって，配慮が足りなかった部分を知

ることができ，立場の違う人同士の意見交換の重

要性を実感することができたと思う．  

 

 

 

 

PC でシミュレーションを行っている様子  

 

   

空気圧駆動のロボット制御の体験 

(Technology) 
 

太田樹里愛（知能機械工学専攻 2 年），三橋雄貴（同専攻 2 年），峯口諒（同専攻 2 年）， 
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1 . テーマ概要  

空気圧機器がどのような原理で作動しているの

か学んでもらうために，順運動学と逆運動学の座

学（ Fi g.1），スカラロボットの操作体験をしてもら

った．合わせて，現在高校で学んでいる知識が大

学での研究にどのように生かされているかを体験

してもらうことを目的とした．現在 , FA 機器など

に広く用いられているスカラロボットではあるが，

生活する中でこれらに直接触れて体験する機会は

少ない．そこで，この機会にスカラロボットを実

際に動かし触れてもらうことで，制御工学へ興味

をもってもらいたいと考えている．  

具体的には，ロボットアームを動かすプログ

ラムの基礎となっている順運動学と逆運動学につ

いての座学を進めた．運動学には三角関数や余弦

定理などの高校で学ぶ内容が多く含まれているた

め，制御工学の理論に高校で学ぶ内容が生かされ

ている事を理解してもらうように座学の内容を設

定した．  

次に，スカラロボット（ Fi g .2）を用いた，プロ

グラミングと操作を体験してもらった．具体的に

は，E xce l で位置座標を指定して，そこから角度の

算出をすることで，ロボットの先端位置が目標位

置に到達するところを見てもらい，実際に丸や星

など様々な図形を描いてもらった．  

昨年度は，講義時間に対してテーマの数が多く，

何をしたのか理解してもらうのが難しいと意見が

あったため，今年は，スカラロボットにテーマを

絞ることで，より内容を詳しくすることで理解を

深めていくことを方針とした．  

 

2 . 「振り返り」に対するフィードバック  

振り返りの回でもらった意見として，「演習時間

がもっと欲しかった．」，「遠隔操縦の空気圧人工筋

ロボットを動かしたかった」などが挙がった．  

次年度は，遠隔操縦の空気圧人工筋ロボットの

操作体験をしてもらい，空気圧機器について知っ

てもらおうかと思う．それに伴い，座学では，座

標変換等のことや運動学についての演習を考えて

いる．演習の内容について，高校生の知識に合わ

せてなるべく簡単かつ，簡潔に伝わる内容に工夫

する必要がある．  

 

3. 考察  

 今回 i -STEM に参加して，講義の準備を行う中

で，私自身，貴重な勉強を沢山することができた．

参加してくれた高校生には，物理が好きであるこ

とが伝わってくるほど熱心に座学を聞いてくれる

学生もいた．今回，振り返りの回では空気圧機器

の特徴や用途に関して理解することができたと言

ってくれた学生もいたが，座学において高校生が

能動的に参加できる授業を行ことができず，つま

らない講義をしてしまったと考えている．次回は

座学をより楽しく取り組めるよう演習問題を用意

するなど工夫をしていく．  

Fig .2 スカラロボット  

𝑜 
Fig .1 ロボットアームの角度算出  
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1 . テーマ概要  

1 日目：数式処理ツール Wolfram Mathematica
を 使 用 し て 難 し い 問 題 を 解 き ,数 学 に 対 す る 苦 手

意識を少しでも減らしてもらうことを目的とする .  
実施 す る 内 容 は ,まず 高 校生 に 指 数 関数 ,微 分 積

分 ,微 分 方 程 式 の 問 題 を 解 い て も ら い 自 力 で ど こ

ま で 解 ける の かを 把 握 し て も ら う .次 に ,数式 処 理

ツール Wolf ram Mathematica の紹介と計算に使

用 す る コマ ン ドの 説 明 を 行 っ た .そ し て ,生徒 達 に

は ,分からなかった問題を Wolfram Mathematica
で 解 い て も ら い ,難 し い 問 題 で も 簡 単 に 解 け る と

いうことを体感してもらった .  
数学に対する苦手意識が変化したかどうかを調

べ る た め に ,問 題 を 解 く 前 と 解 い た 後 で 数 学 に 対

する意識調査のアンケートを行った .  
2 日目： SIR 模型を利用して ,数学が社会にどのよ

う な 役 に 立 っ て い る か を 感 じ て も ら い ,数 学 を 学

ぶ意義について理解することを目的とした .  
まず ,SIR 模型の社会での実用性を説明した .近年

で は ,コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 症 拡 大 予 想 と し て 活

用され ている .そ して ,SIR 模型を 作成す るために

は ,確立 ,漸化式 ,微分方程式の計算が必要だという

こ と を 伝 え ,数 学 が 社 会 で 大 き な 役 割 を 果 た し て

いることを理解してもらった .  

 

図 1： S IR 模型  

 

2 .  アンケート結果  

【良かった点】  

・難しい問題でも簡単に解くことが出来た .  

・数学が社会でどのように使われているかを理

解できた .  

・ ク イ ズ 形 式 で 授 業 を 進 め て い て ,生 徒 達 が 飽

きない工夫をしていたところ .  

・図での説明があって理解しやすかった .  

【悪かった点】  

・ SI R 模型の計算が難しく ,理解しにくかった .  

・初めに解く問題で習っていないところが出た

【改善点】  

・実際に数式を入力している画面を見せながら

問題を解いていくと分かりやすい  

・ 2 日目に難しい内容が一気に出てきて駆け足

の よ う な 授 業 だ っ た た め ,教 え る 内 容 を 削 減

する  

・生徒達が利用できる Wol f ram Al pha の紹介を ,

よ り 時 間 を か け て 行 い ,こ れ か ら の 学 校 生 活

で活用できることを強調して伝える .  

 

3 . 考察  

問題を解く前と解いた後に行ったアンケートに

て，数学が出来るかという質問に「出来る」と回

答した生徒は，去年は 20 人中 10 から 15 人に増

加していた .それに対して，今年は，20 人中 5 人か

ら 14 人に増加していた .この結果から，数学を苦

手と思う意識の軽減に成功し，さらに，去年より

も生徒達に数学を出来ると感じさせるような授業

を行うことが出来たと考える .  

 高校生からのフィードバックを考慮して，来年

度の i -STE M では， S IR 模型についての分かりや

すい説明を意識して授業を行いたいと考える .  

 

  
 


